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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/22現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

10月気象状況    （父島） 

最高気温   28.9℃ 

最低気温   24.6℃ 

平均気温   26.6℃ 

平均湿度   83％ 

月降水量  195.5mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（11/1） 

             2,578人 

             父島      母島                

  人口      2,126人   452人 

  世帯      1,241    270 

                   
  

                            

  

第
50
回
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
な
お
、(

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

等
含
め)

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
込
の
際
に
配

布
す
る
大
会
要
項
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
日 

時
】
１
月
29
日(

日)

午
前
８
時
～ 

        

※
荒
天
順
延
・
予
備
日
２
月
５
日(

日) 

【
会 

場
】
奥
村
運
動
場
～
東
町
・
西
町 

【
部 

門
】 

 
 

         

《
団
体
》 

 

同
一
チ
ー
ム
の
男
子
６
㎞
、
女
子
４
㎞
上
位
５
名

の
合
計
タ
イ
ム 

【
申
込
方
法
】 

 

一
般
参
加
者
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
を
教
育
委
員

会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
12
月
５
日(

月)

～
１
月
５
日(

木) 

【
そ
の
他
】 

※
車
道
で
の
練
習
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

※
自
身
の
健
康
に
十
分
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
ご
ろ
に
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
大
会
当
日
の
午
前
８
時
30
分
～
競
技
終
了(

正
午

ご
ろ)

ま
で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局 

  
 

２―

３
１
１
７  

   

令
和
４
年
中
に
給
与
や
賃
金
の
支
払
い
を
行
っ
た

給
与
支
払
者(

法
人
・
個
人
事
業
者
な
ど)

は
、
す
べ

て
の
給
与
受
給
者(

臨
時
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
事
業
専
従
者
を
含
む)

の
「
令
和
５
年
度
給

与
支
払
報
告
書
」
を
作
成
し
、
給
与
受
給
者
の
住
所

地
の
区
市
町
村
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

【
提
出
書
類
】 

①
「
給
与
支
払
報
告
書(

総
括
表)

」 

 
 
 
…

提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
１
枚
作
成 

②
「
給
与
支
払
報
告
書(

個
人
別
明
細
書)

」 

 
 
 
…

給
与
受
給
者
１
人
に
つ
き
１
枚
作
成 

③
「
普
通
徴
収
切
替
理
由
書(

兼
仕
切
書)

」 

 
 
 
…

普
通
徴
収
の
給
与
支
払
報
告
書
が
あ
る 

場
合
、
提
出
先
の
区
市
町
村
毎
に
１
枚 

作
成 

  

「
令
和
４
年
分 

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」(

国
税
庁
制

作)(

※
１)

を
ご
確
認
の
上
、
お
間
違
え
、
漏
れ
の

無
い
よ
う
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
手
書
き
用
の

「
給
与
支
払
報
告
書
」(

複
写
式)(

同
時
に
、
所
得

税(

国
税)

の
「
源
泉
徴
収
票
」
も
作
成
で
き
ま
す)

は
、
村
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
必
要
な
種

類
・
枚
数
を
ご
確
認
の
上
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。 

 

【
提
出
期
限
】
令
和
５
年
１
月
31
日(

火) 

【
提
出
場
所
】 

 
 

令
和
５
年
１
月
１
日(

令
和
４
年
中
に
退
職
し

た
場
合
は
、
退
職
日)

現
在
の
給
与
受
給
者
の
住
所

地
の
区
市
町
村
長
あ
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

小
笠
原
村
が
住
所
地
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
小
笠

原
村
役
場 

財
政
課
税
務
係
、
ま
た
は
、
母
島
支
所

庶
務
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
村
外
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
を
一
時
的
に

雇
用
し
た
場
合
な
ど
は
、
そ
の
方
の
住
所
地
の
区
市

町
村
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
給
与
支
払
報
告
書
」
は
、eLTAX

を
利
用
し

て
、
電
子
的
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

  

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
後
に
異
動(

転
勤
・
退

職
な
ど)

が
あ
り
ま
し
た
ら
、「
給
与
所
得
者
異
動
届

出
」(

※
２)

の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
１ 

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://www.nta.go.jp/) 

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
村
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

※
２ 

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
財
政
課
」→

「
税
申

請
・
届
出
」→

「
給
与
支
払
者
の
報
告
・
届
出
」

(https://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/zai

sei//zaisei_sinsei/#9836) 

か
ら
取
得
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
村
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

２―

３
１
１
２ 

      

消
防
用
設
備
等
は
、
火
災
が
発
生
し
た
際
、
確
実

に
作
動
し
て
機
能
を
発
揮
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
た
め
に
も
日
頃
か
ら
適
切
な
維
持
管
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
。 

 

 

消
防
用
設
備
等
を
設
置
す
る
こ
と
が
消
防
法
で
必

要
と
さ
れ
て
い
る
防
火
対
象
物(

建
物)

の
関
係
者

(

所
有
者
、
管
理
者
、
占
有
者)

は
、
設
置
さ
れ
て
い

る
消
防
用
設
備
等
を
定
期
的
に
点
検
し
、
そ
の
結
果

を
小
笠
原
村
の
場
合
は
、
小
笠
原
村
長
宛
に
報
告
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

点
検
及
び
報
告
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、
小
笠

原
村
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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小
学
生
低
学
年
（

男
女
）

の
部

小
学
生
高
学
年
（

男
女
）

の
部

中
学
生
女
子
の
部

中
学
生
男
子
の
部

高
校
生
女
子
の
部

高
校
生
男
子
の
部

一
般
女
子
の
部

一
般
男
子
の
部

一
般
男
子
の
部

《

個
人
》

　
種
　
別

２
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

６
㎞

４
㎞

４
㎞

６
㎞

距
離

第
50
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て 

 

消
防
用
設
備
等
の
点
検
と
報
告
に
つ
い
て 
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【
点
検
・
報
告
の
義
務
が
あ
る
人
】 

 
防
火
対
象
物(

建
物)

の
関
係
者(

所
有
者
、
管
理

者
、
占
有
者) 

【
点
検
を
実
施
す
る
人
】 

《
次
の
１
ま
た
は
２
に
該
当
す
る
防
火
対
象
物
》 

 

１
：
延
べ
面
積
が
１
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防

火
対
象
物 

 

２
：
次
の
①
及
び
②
の
条
件
に
該
当
す
る
防
火
対

象
物(

延
べ
面
積
は
問
わ
な
い) 

 
 
 

①
特
定
用
途(

不
特
定
多
数
の
者
が
利
用
す
る

用
途)

が
３
階
以
上
の
階
ま
た
は
地
階
に

存
す
る
も
の 

 
 
 

②
階
段
が
１
つ
の
も
の(

屋
外
階
段
等
で
あ
れ

ば
免
除) 

 

 →

点
検
資
格
を
有
す
る
消
防
設
備
士
、
消
防
設
備

点
検
資
格
者
が
点
検
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

《
１
お
よ
び
２
以
外
の
建
物
》 

 →

点
検
資
格
を
有
す
る
消
防
設
備
士
、
消
防
設
備

点
検
資
格
者
に
よ
る
点
検
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
建

物
の
関
係
者
や
防
火
管
理
者
等
で
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

【
点
検
か
ら
報
告
・
編
冊
ま
で
】 

①
点
検
の
実
施 

・
機
器
点
検(

６
ヵ
月
ご
と) 

 

消
防
用
設
備
等
の
適
正
な
配
置
、
損
傷
の
有
無
な

ど
を
外
観
か
ら
点
検
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
機
能

に
つ
い
て
、
外
観
か
ら
ま
た
は
簡
易
な
操
作
に
よ

り
判
別
で
き
る
事
項
を
確
認
し
ま
す
。 

・
総
合
点
検(

１
年
ご
と) 

消
防
用
設
備
等
を
作
動
ま
た
は
使
用
す
る
こ
と
に

よ
り
総
合
的
な
機
能
を
確
認
し
ま
す
。 

②
不
良
個
所
の
改
修 

 

不
良
個
所
が
あ
れ
ば
、
消
防
設
備
士
等
に
相
談
す

る
な
ど
す
み
や
か
に
改
修
・
整
備
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

③
点
検
結
果
報
告
書
の
作
成 

 

点
検
結
果
を
記
入
し
た
点
検
結
果
報
告
書
及
び
点

検
票
を
２
部
ず
つ(

提
出
用
、
保
管
用)

作
成
し
ま

す
。 

④
報
告
期
間 

・
１
年
に
１
回(

特
定
防
火
対
象
物) 

 

物
品
販
売
店
舗
、
飲
食
店
、
旅
館
、
ホ
テ
ル
、 

病
院
、
社
会
福
祉
施
設
、
遊
技
場
な
ど 

・
３
年
に
１
回(

非
特
定
防
火
対
象
物) 

 

共
同
住
宅
、
事
務
所
、
工
場
、
倉
庫
、
駐
車
場
、

学
校
な
ど 

⑤
提
出
先 

 

小
笠
原
村
で
の
防
火
対
象
物
を
管
轄
す
る
小
笠
原

村
長
宛
て
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。  

⑥
編
冊 

 

保
管
用
の
点
検
結
果
報
告
書
は
、
防
火
管
理
維
持

台
帳
や
、
消
防
関
係
台
帳
等(

形
式
の
決
ま
り
や
、

様
式
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。
任
意
の
も
の
で
結
構
で

す
。)

を
準
備
し
て
編
冊
し
て
く
だ
さ
い
。
立
入
検

査
等
で
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

       

11
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
に
つ

い
て
、
11
月
下
旬
に
対
象
の
方
へ
給
付
内
容
や
確

認
事
項
を
書
い
た
確
認
書
を
発
送
い
た
し
ま
し
た
。 

 ①
確
認
書
を
受
け
取
ら
れ
た
方 

…

内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
、
ま
た
は
窓
口
ま
で
お
届
け
く
だ
さ

い
。 

②
小
笠
原
村
か
ら
の
案
内
が
11
月
中
に
届
か
な
い

も
の
の
、
支
給
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世

帯
の
方 

③
令
和
４
年
１
月
～
12
月
の
収
入
が
予
期
せ
ず
減

少
し
た
た
め
家
計
が
急
変
し
、
同
一
の
世
帯
に
属

す
る
全
員
が
、
住
民
税(

均
等
割)

非
課
税
世
帯
と

同
様
と
な
ら
れ
た
方 

…

必
要
書
類(

村
民
だ
よ
り
11
月
号
に
掲
載)

を

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。(

申
請
書
は
小
笠
原

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
、
総

務
課
総
務
係
及
び
母
島
支
所
窓
口
で
お
渡
し
し
ま

す
。) 

【
申
請
期
限
】
令
和
５
年
１
月
31
日(

火)

ま
で 

小
笠
原
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先
・
提
出
窓
口 

 
 
 
 
 
 
 
 

総
務
課 

総
務
係 

 
 
 
 

２―

３
１
１
１ 

母
島
支
所 

庶
務
係       

３―

２
１
１
１ 

    

【
収
集
日
】
12
月
14
日(

水) 

※
粗
大
ご
み
収
集
日
は
、
毎
月
第
２
水
曜
日
で
す
。 

 

粗
大
ご
み
も
、
資
源
物
同
様
に
出
せ
る
も
の
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す 

 

ご
み
の
出
し
方
で
迷
っ
た
と
き
は
、「
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方 

父
島
版
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
環

境
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
年
内
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
28
日(

水)

ま
で

に
、
必
ず
父
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
事
前

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

 
環
境
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

 

父
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー 

 
 

２―

２
８
９
４ 

    

ダ
ン
ボ
ー
ル
お
よ
び
雑
誌
や
新
聞
紙
な
ど
の
雑
紙

(

ざ
つ
が
み)

は
分
別
す
る
こ
と
で
再
資
源
化
が
可
能

な
資
源
で
す
。
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

【
収
集
日
】
可
燃
ご
み
の
回
収
日 

※
雨
や
風
の
強
い
日
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。 

【
出
し
方
】 

ダ
ン
ボ
ー
ル
や
雑
紙
を
ひ
も
な
ど
で
束
ね
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

濡
れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
雑
紙
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
回

せ
ず
、
焼
却
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
風
の

強
い
日
は
飛
散
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    ●
問
合
せ
先 

 
(

父
島)

環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 
(

母
島)

母
島
支
所 

庶
務
係 

  

３―

２
１
１
１ 

   

総
合
発
表
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
保
護

者
・
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
観
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
中
止
や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
期
日
】
12
月
17
日
（土
） 

【
時
間
】２
年
発
表 

午
前
８
時
35
分
～
９
時
20
分 

 
 

 
 

１
年
発
表 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
15
分 

 
 

 
 

３
年
発
表 

午
前
10
時
25
分
～
11
時
15
分 

【
場
所
】小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

※
当
日
の
進
行
状
況
に
よ
り
、
時
間
は
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

検
温
・
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
等
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 
 

２-

２
５
０
２ 

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等 

価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金 

(

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金)

の
お
知
ら
せ 

 

今
年
最
後
の
粗
大
ご
み
収
集(

父
島) 

 

ダ
ン
ボ
ー
ル
や
雑
紙
の
出
し
方
に
つ
い
て 

 

小
原
笠
原
中
学
校 

総
合
発
表
会 

 



  NO．749  令和 4（2022）年 12月 1日（木）                         編集・発行  小笠原村総務課 

 

-3- 

 
◎
年
末
年
始
の
運
行 

村
営
バ
ス
は
、
12
月
29
日
（
木
）
～
１
月
３
日

（
火
）
の
間
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
12
月
26
日
～
28
日
、
１
月
４
日
～
６

日
は
、
小
中
学
校
が
冬
期
休
校
中
の
た
め
、
午
前
７

時
15
分
小
港
海
岸
発
便
は
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。 

な
お
、
臨
時
ダ
イ
ヤ
は
、
各
停
留
所
に
掲
示
し
、

小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
お
知
ら
せ
」
欄
に
も

掲
載
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２―

３
９
８
８ 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

     

今
年
度
も
父
島
二
見
港
に
隣
接
す
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル

の
木
を
使
用
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま

す
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
や
年
末
年
始
の
お
出
か
け

の
際
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

な
お
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
島
内
で
の
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
例
年
実
施
し
て

い
る
点
灯
イ
ベ
ン
ト
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。
ご
理

解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
点
灯
日
】
12
月
18
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

点
灯
時
間 

午
後
５
時 

【
場
所
】
東
町
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木 

【
点
灯
期
間
】
１
月
17
日
（
火
）
ま
で 

【
点
灯
時
間
】
午
後
４
時
～
10
時 

※
12
月
24
日(

土)

、
25
日(

日)

、
31
日(

土) 

は
、
深
夜
０
時
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

  

  

島
の
た
め
に
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し 

ま
せ
ん
か
。 

【
定
員
】
若
干
名 

【
応
募
資
格
】 

父
島
・
母
島
に
住
民
票
の
あ
る
20
歳
以
上
の
健

康
な
方(

男
女
問
わ
ず) 

【
そ
の
他
】 

・
一
定
の
金
額
の
報
酬
と
出
動
の
際
は
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。 

・
消
防
活
動
に
必
要
な
制
服
等
は
給
貸
与
さ
れ
ま

す
。 

・
功
労
・
功
績
が
あ
っ
た
場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。 

 
●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
消
防
団
事
務
局 

２―

３
１
１
１ 

   

出
張
期
間
：
10
月
23
日
～
11
月
１
日 

・
環
境
省
「
脱
炭
素
新
し
い
国
民
運
動
」
官
民
連
携

協
議
会
発
足
式
出
席 

・
関
東
地
区
港
湾
整
備
・
振
興
大
会
出
席 

・
東
京
都
町
村
長
会
議
出
席 

・
東
京
都
町
村
長
会
行
政
視
察
（
岩
手
県
柴
波
町
） 

・
東
京
都
砂
防
促
進
大
会
出
席 

・
気
象
庁
東
京
管
区
気
象
台
幹
部
と
の
意
見
交
換 

・
都
議
会
、
東
京
都
関
係
部
署
挨
拶
、
意
見
交
換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

 

出
張
期
間
：
11
月
10
日
～
27
日 

・
世
界
自
然
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
出
席 

・
原
生
自
然
環
境
保
全
地
域
連
絡
会
出
席 

・
全
国
町
村
長
大
会
出
席 

・JIBSN

（
境
界
地
域
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
石
垣

島
視
察 

・
東
京
都
水
産
業
活
性
化
・
促
進
大
会
出
席 

・
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
中
間
決
算
監
査 

・
す
み
だ
水
族
館
新
館
長
表
敬
訪
問 

・
杉
並
区
区
長
表
敬
訪
問 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会
委
員
と
の
意
見
交 

 

換 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

 

   

【
実
施
日
程
】
12
月
15
日
（
木
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

    

12
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
３
期)

お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
３
期)

の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
は
、
12
月
26
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
口
座
振
替
日
は
１
月
４
日(

水)

と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納

付
を
申
込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

財
政
課 

税
務
係 

２―

３
１
１
２ 

 
 
 
 
 
 

村
民
課 

住
民
係 

２―

３
１
１
３ 

      

      

東
京
都
、
小
笠
原
村
、
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ

ド(

株)

は
、
２
０
１
８
年
12
月
に
、
母
島
に
お
い

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
で
の
電
力
供
給

を
行
う
た
め
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

で
は
、
母
島
に
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
な
ど
を
設
置

し
、
島
内
に
電
力
供
給
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。 

 

本
事
業
は
、
２
０
１
９
年
に
勉
強
会
を
開
催
す
る

な
ど
村
民
の
方
に
も
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
進
め
て

き
ま
し
た
。 

現
在
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
設
置
候
補
地

(

世
界
自
然
遺
産
区
域
外
の
圃
場
跡
な
ど
の
都
有

地
・
村
有
地
な
ど)

と
そ
の
周
辺
の
自
然
環
境
調
査

が
終
了
し
、
設
計
中
の
段
階
に
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
事
業
に
併
せ
て
東
京
都
無
電
柱
化
条

例
に
基
づ
く
、
母
島
の
無
電
柱
化
推
進
事
業
も
同
時

期
か
ら
の
着
手
を
目
指
し
、
こ
れ
も
現
在
計
画
中
で

す
。 今

回
、
自
然
環
境
な
ど
の
専
門
家
か
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
た
事
業
の
内
容
が
具
体
的
に
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
改
め
て
事
業
の
現
況
や
今
後
の
予
定
な
ど

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 【
開
催
日
】
12
月
19
日(

月)

・
12
月
22
日(

木) 
 

    
 
 
 

※
同
じ
内
容
で
２
回
開
催
し
ま
す
。 

【
開
催
時
間
】 

午
後
７
時
か
ら
90
分
程
度 

【
場
所
】 

 

《
母
島
》
村
民
会
館
体
育
室 

 

《
父
島
》
村
役
場
２
階
会
議
室(

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議 

シ
ス
テ
ム
で
母
島
の
会
場
と
つ
な
ぎ

ま
す) 

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

自
然
環
境
係 

 

２―

２
２
７
０ 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
（父
島
） 

 

小
笠
原
村
消
防
団 

団
員
募
集
（父
島
・母
島
） 

 

村
長
出
張
報
告
（
10
月
・
11
月
） 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

母
島
太
陽
光
発
電
設
備
建
設
事
業
・ 

母
島
無
電
柱
化
推
進
事
業 

に
関
す
る
説
明
会 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Flifetopiclabo.net%2Ffire-fighting-party2%2F&psig=AOvVaw1CyhPyJcVFjC64lysVD-Ju&ust=1621297966922000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCOiu1-W7z_ACFQAAAAAdAAAAABAD
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公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振

興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島
し
ょ
振
興

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【
募
集
期
間
】
12
月
19
日(

月)

ま
で 

【
対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業(

①
地
域
振
興

に
係
る
ブ
ラ
ン
ド
化
や
高
付
加
価
値
化
に
資
す
る

事
業
②
関
係
人
口
の
創
出
に
資
す
る
事
業) 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上(

村
在
住
者)

で
組
織
さ
れ
、
代
表

者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
等
、

組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円

(

特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
２
０
０
万
円)

を

限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

事
業
開
始
か
ら
令
和
５
年
11
月
30
日
ま
で 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
総
務
係 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係           

２―

３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

    

小
笠
原
海
上
保
安
署
を
は
じ
め
と
す
る
各
関
係
機

関
に
お
い
て
、
排
出
油
等
を
原
因
と
し
た
海
洋
汚
染

を
防
止
す
る
た
め
の
実
働
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。 

 

こ
の
訓
練
で
は
、
海
上
に
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
を
展

張
し
ま
す
の
で
、
訓
練
時
間
中
に
訓
練
実
施
場
所
付

近
を
航
行
す
る
際
は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
【
実
施
日
時
】
12
月
５
日(

月)  

午
前
９
時
30
分
～
正
午
ご
ろ
ま
で
の
間 

【
実
施
場
所
】
父
島
二
見
漁
港 

(
巡
視
船
み
か
づ
き
係
留
場
所
周
辺
海
域) 

                  

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

 
 

２―

７
１
１
８ 

   

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
で
は
、
島
し
ょ

町
村
の
義
務
教
育
を
修
了
さ
れ
た
生
徒
を
対
象
に
、

提
携
先
の
学
生
寮
へ
の
入
居
費
用
の
一
部
（
入
館
保

証
金
５
万
円
程
度
）
を
立
て
替
え
る
「
島
外
進
学
者

支
援
制
度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
生
寮
で
は

朝
・
夕
の
食
事
提
供
や
、
館
長
に
よ
る
見
守
り
な

ど
、
保
護
者
様
に
代
わ
り
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し

ま
す
。 

 

本
制
度
の
申
込
み
、
学
生
寮
へ
の
入
居
を
ご
検
討

さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
当
組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ご
希
望
の
学
生
寮
に
よ
っ
て
は
満
室
と

な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。 

 

〇
本
制
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（お
申
込
は
こ
ち
ら
か
ら
） 

URL

：https://tosho-

ichikumi.jp/tougaishingaku 

  ●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合 

事
務
局 

０
３―

３
４
３
２―

４
９
６
１ 

（
電
話
受
付
：
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
） 

住
所:

東
京
都
港
区
海
岸
１-

４-

15
島
嶼
会
館
２
階 

    

【
日
時
】
12
月
20
日(

火) 

午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            
【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(
求
人
・
求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

 

         

12
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
８
日
（
木
） 

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
接
種
日
の
２
日
前
ま
で
に

福
祉
係
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
８
日
（
木
） 

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

(

第
３
回) 

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
展
張
訓
練 

島
外
進
学
を
お
考
え
の
方
へ 

定
期
予
防
接
種 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

訓練実施場所 

 

船客待合所 

海上保安署 

発電所 

赤灯台 

水産試験場 
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今
回
の
健
診
は
小
児
科
専
門
医
を
招
へ
い
し
、
実

施
し
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し

ま
す
が
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳

６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
12
日
（
月
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
10
日
（
土
） 

受
付
時
間 

午
後
３
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
役
場
で
体
重
測
定

の
み
行
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
       

３―

２
１
１
１ 

    

親
子
ヨ
ガ
教
室
を
行
い
ま
す
。
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
に
教
わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ヨ

ガ
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
日 

時
】
12
月
16
日
（
金
） 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

 
          

対
象
：
お
座
り
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者 

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

対
象
：
お
座
り
が
出
来
る
お
子
さ

ん
と
保
護
者 

【
場 

所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

大
会
議
室 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
締
め
付
け
な
い
楽

な
服
装
（
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の

方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
） 

【
申
込
締
切
】
12
月
14
日
（
水
） 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

     

２―

３
９
３
９ 

    

歯
科
衛
生
士
か
ら
歯
の
磨
き
方
や
歯
に
ま
つ
わ
る

お
話
、
フ
ロ
ス
の
使
い
方
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
歯
の
磨
き
方
を
振
り
返
り
ま
せ
ん
か
？
事
前
に

申
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 【
父 
島
】 

《
日
時
》 

０
歳
ク
ラ
ス 

 
12
月
19
日
（
月
） 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

１
歳
～
３
歳
ク
ラ
ス 
12
月
19
日
（
月
） 

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 
２
階
大
会
議
室 

《
申
込
締
切
》
12
月
16
日
（
金
） 

 

【
母 

島
】 

《
日
時
》 

０
歳
～
１
歳
ク
ラ
ス 

12
月
７
日
（
水
） 

午
前
10
時
～
11
時 

２
歳
～
３
歳
ク
ラ
ス 

12
月
８
日
（
木) 

午
前
10
時
～
11
時 

《
場
所
》 

母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

《
申
込
締
切
》
12
月
６
日
（
火
） 

【
持
ち
物
】
い
つ
も
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 

２―

３
９
３
９ 

母
島
支
所 

   
     

３―

２
１
１
１ 

  
 免

許
を
保
有
す
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
お

よ
び
業
務
に
従
事
す
る
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護

師
・
准
看
護
師
・
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
の
方

は
、
関
係
法
規
に
よ
り
隔
年
の
12
月
31
日
現
在
の

氏
名
・
住
所
・
就
業
地
等
の
事
項
を
届
け
出
る
事
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
は
こ
の
実
施

年
に
当
た
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
必
ず
届

け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

【
提
出
期
限
】
１
月
13
日(

金) 

【
提
出
先
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

※
届
出
用
紙
は
、
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
ま

で
。
12
月
中
に
、
診
療
所
等
の
村
内
施
設
に
配
布

予
定
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

２―

２
９
５
１ 

又
は 

福
祉
保
健
局 

医
療
人
材
課
免
許
担
当 

０
３―

５
３
２
０―

４
４
３
４ 

(

薬
剤
師
の
み)

薬
務
課
薬
事
免
許
担
当 

 

０
３―

５
３
２
０―

４
５
０
３ 

      

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
で
は
、
島
し
ょ
保

健
所
管
内
の
調
理
師
及
び
飲
食
店
等
で
調
理
の
業
務

に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
研
修
会
は
２
日
制
で
す
。 

 

【
開
催
方
法
】
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ
に
よ
る
Ｗ
ｅ
ｂ 

開
催 

※
参
加
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の 

 

端
末
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
環
境
が

必
要
で
す
。 

【
対
象
】 

島
し
ょ
保
健
所
管
内
の
調
理
師
お
よ
び
飲
食
店
等

で
調
理
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方 

【
日
時
・
内
容
】 

《
１
日
目
》
１
月
24
日(

火) 
 

午
後
２
時
～
４
時
10
分 

「
年
数
百
匹
の
魚
を
捌
く
保
健
所
職
員
が
実
験
！ 

ま
な
板
、
包
丁
の
衛
生
管
理
・
魚
の
衛
生
的
な
捌

き
方
」 

講
師
：
保
健
所
獣
医 

 

「
栄
養
成
分
表
示
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
」 

 

 

講
師
：
保
健
所
栄
養
士 

 《
２
日
目
》
１
月
30
日(

月) 

 

午
後
２
時
～
４
時
10
分 

「
い
つ
も
の
料
理
に
一
工
夫
！
島
な
ら
で
は
の
魅
力

を
活
か
し
た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
よ
う
」 

講
師
：
料
理
家 

雀
部(

さ
さ
べ) 

か
お
り
先
生 

 

【
申
込
方
法
】 

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
へ
ア

ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
み
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
受
講
に
必
要
な
情
報
を

後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 【
申
込
締
切
】
１
月
９
日(

月) 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
庶
務
担
当 

 

(

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時)  

２―

２
９
５
１ 

       

※
全
て
予
約
制
で
す
。 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診 

 

育
児
学
級
（親
子
ヨ
ガ
教
室
）父
島 

 

育
児
学
級
（歯
科
の
会
） 

 

医
療
従
事
者
の
届
出 

東
京
都
健
康
づ
く
り
調
理
師
研
修
会 

の
お
知
ら
せ 

耳
鼻
咽
喉
科
専
門
診
療 
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《
父
島
》 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
７
日(

水)

～
12
月
11
日(

日) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

[

注
：
12
月
10
日(

土)

は
休
診
で
す] 

《
母
島
》 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
４
日(

日)
・
５
日(

月) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 
２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―
２
１
１
５ 

   

※
全
て
予
約
制
で
す
。 

【
事
前
予
約
】 

平
日
、
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
13
日(

火)

午
前
９
時
～
正
午 

《
母
島
》 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
11
日(

日)

午
前
９
時
～
正
午 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

※
全
て
予
約
制
で
す
。 

【
予
約
受
付
】
平
日(

水
曜
日
を
除
く)

午
後
１
時

30
分
～
５
時
の
間
に
、
電
話
に
て
診
療
所
に
ご
予

約
く
だ
さ
い
。 

《
父
島
》 

【
場
所
】
小
笠
原
村
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
20
日(

火)

～
12
月
26
日(

月) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 
[

注
：
12
月
24
日(

土)

・
25
日(

日)

は
休
診
で
す] 

《
母
島
》 

【
場
所
】
母
島
診
療
所 

【
日
時
】
12
月
18
日(

日) 

 
 
 
 

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
２
時
～
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

   

《
歯
科
》(

父
島) 

【
休
診
日
】
12
月
28
日(

水)

～
１
月
６
日(

金) 

※
平
日
朝(

８
時
30
分
～
９
時)

の
急
患
受
付
も
お

休
み
し
ま
す
。 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―

３
８
０
０ 

      

法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
電
気
設
備
の
安
全
点
検

を
「
東
京
電
気
安
全
サ
ー
ビ
ス
」
会
社
に
て
実
施
い

た
し
ま
す
。 

 

調
査
員
は
調
査
員
証(

顔
写
真
入
り)

を
付
け
た
ユ

ニ
ホ
ー
ム
で
訪
問
い
た
し
ま
す
。 

 

安
全
点
検
に
伴
い
停
電
の
ご
了
承
を
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。(

安
全
点

検
で
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。) 

 

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
12
月
２
日(

金)

～
12
月
14
日(

水) 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
１
２
０―

９
９
５―

０
０
７ 

   

12
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（
）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

         

    

漁
業
者
や
遊
漁
船
業
者
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等

で
、
日
頃
か
ら
海
へ
出
る
機
会
の
多
い
方
々
の
安
全

操
業
や
海
上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
必
要
な
知
識
を

確
認
し
て
頂
く
為
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

今
回
の
講
習
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

を
避
け
る
た
め
定
員
50
名
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
の
上
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 

感
染
状
況
が
悪
化
し
た
場
合
に
は
、
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

《
父
島
》 

 

【
日
時
】
12
月
17
日(

土)

午
後
６
時
～
８
時

(

午
後
５
時
45
分
開
場) 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

【
申
込
方
法
】 

漁
協
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
込
締
切
】
12
月
12
日(

月) 

 

《
母
島
》 

 

【
日
時
】
12
月
19
日(

月) 

  

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分 

(

午
後
６
時
15
分
開
場) 

 

【
場
所
】
村
役
場
母
島
支
所
大
広
間 

 

【
申
込
方
法
】 

漁
協
窓
口
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

【
申
込
締
切
】
12
月
12
日(

月) 

  

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合 

 

２―

２
４
１
１ 

 
 

小
笠
原
母
島
漁
業
協
同
組
合 

３―

２
３
１
１ 

  

小
児
科
専
門
診
療 

 

産
科
・婦
人
科
専
門
診
療 

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,795 等級 大人 小人

62,870 53,790 31,440 (+2,867) 5,250 2,630

(+13,370) (+11,440) (+6,690) 17,497 (+1,300) (+650)

45,410 36,330 22,710 (+2,669) 6,300 3,150

(+9,660) (+7,730) (+4,830) 16,095 (+1,560) (+780)

34,210 27,370 17,110 (+2,455) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+7,280) (+5,820) (+3,640) 1,883

30,030 24,030 15,020 (+287)

(+6,390) (+5,110) (+3,200) 1,402 10,121

等級 村民 村民小人 身障者 (+214) (+1,673)

49,250 24,630 31,440 9,488

(+10,470) (+5,240) (+6,690) (+1,568)

31,790 15,900 22,710 8,856

(+6,760) (+3,380) (+4,830) (+1,464)

23,950 11,980 17,110 1,014

(+5,090) (+2,550) (+3,640) (+168)

21,030 10,520 15,020 764

(+4,480) (+2,240) (+3,200) (+126)

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

12月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド(

株) 

小
笠
原
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 

海
面
利
用
講
習
会
の
開
催 



  NO．749  令和 4（2022）年 12月 1日（木）                         編集・発行  小笠原村総務課 

 

-7- 

    

小
笠
原
村
観
光
協
会
で
は
、
感
染
対
策
を
講
じ
て

元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
日
時
】
日
本
一
早
い
海
び
ら
き 

 
 
 
 

１
月
１
日
（
日
） 

 

午
前
９
時
30
分
～ 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

 

開
催
に
お
い
て
は
、
荒
天
時
中
止
（
小
雨
決
行
）

ま
た
、
島
内
の
感
染
状
況
を
鑑
み
、
中
止
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。 

 

な
お
、
一
年
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
海

び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
等
は
、
動
画
の
配
信
と
村
内
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
放
映
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、
村
内
の
掲
示
板
お
よ

び
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

 

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人
小
笠
原
村
観
光
協
会
２―

２
５
８
７ 

     

天
候
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

 

◎
は
は
じ
ま
海
び
ら
き
２
０
２
３ 

【
日
程
】
１
月
１
日
（
日
） 

【
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午
ご
ろ 

【
場
所
】
母
島
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

※
雨
天
時
、
中
止
。 

強
風
時
は
、
母
島
小
中
学
校
（予
定
） 

【
内
容
】 

小
笠
原
太
鼓
・
新
春
鏡
割
り
・
南
洋
踊
り
・
宝
探

し
ゲ
ー
ム
・
ギ
ョ
サ
ン
飛
ば
し
大
会
な
ど 

※
ギ
ョ
サ
ン
飛
ば
し
大
会
の
申
込
み
方
法
は
、
母
島

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
会
場
で
は
お
食
事
や

飲
酒
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ 

【
日
程
】
１
月
１
日
（
日
） 

【
集
合
時
間
】
早
朝
４
時
30
分(

予
定) 

【
集
合
場
所
】
船
客
待
合
所 

【
内
容
】 

小
富
士
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ
後
、
初
日
の
出
を
見
ま

す
。
懐
中
電
灯
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
参
加
無
料
・
参
加
申
込
み
等
の
詳
細
は
、
母
島
観

光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

 

◎
新
春 

羽
根
つ
き
大
会 

【
日
程
】
１
月
３
日
（
火
） 

【
時
間
】
午
後
２
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

※
雨
天
母
島
小
中
学
校
体
育
館(

予
定) 

【
内
容
】 

島
の
竹
で
作
っ
た
羽
根
を
、
タ
マ
ナ
の
羽
子
板
で

突
い
て
遊
び
ま
す
。 

※
同
日
の
午
後
１
時
30
分
よ
り
羽
つ
く
り
講
習
会

も
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
母
島
観
光
協
会 

 

３―

２
３
０
０ 

      

   

こ
こ
数
年
間
開
催
で
き
な
か
っ
た
小
笠
原
で
の
ジ

ャ
ズ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪ 

 

【
日
時
】
１
月
８
日
（
日
） 

午
前
11
時
～
午
後
７
時
（
予
定
） 

※
荒
天
時
は
翌
日
９
日
に
順
延 

【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
出
演
者
】BimBomBam

楽
団 feat.Spinna  

B-ILL & 

元
晴
、
ほ
か 

【
主
催
】BONIN ISLAND JAZZ

実
行
委
員
会 

※
島
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
開
催

中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
予
め
お
含
み
お
き

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
各
種
募
集 

【
募
集
内
容
】 

○
出
演
者
（
ジ
ャ
ン
ル
問
わ
ず
） 

○
出
店
者
（
飲
食
・
物
販
） 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ 

○
ミ
ニ
観
光
ツ
ア
ー
企
画
協
力
者 

○
協
賛 

 

【
申
込
締
切
】 

出
演
、
出
店
、
ミ
ニ
観
光
ツ
ア
ー
企
画
は
12
月
５
日

（月
）ま
で
に
問
合
せ
先
へご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

 
【
出
店
申
込
み
に
つ
い
て
】 

（
物
販
）
許
景
順
（
ホ
ウ
キ
ョ
ン
ス
ン
） 

０
９
０―

２
１
４
１―

３
０
０
３ 

（
飲
食
）
片
岡
大
志 

 
０
９
０―

２
２
３
９―

２
２
６
６ 

【
そ
の
他
申
込
み
に
つ
い
て
】 

 

（
代
表
）
小
田
川
明
子 

 

０
９
０―
３
６
０
８―

７
８
３
７ 

 https://www.boninislandjazz.com/contact 

         

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
12
月
23
日(

金) 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

(

１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠) 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

(

受
付
時
間
：
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分) 

                

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て 

（父
島
） 

BONIN 
ISLAND 

JAZZ 
2023 

Winter

開
催
の
お
知
ら
せ 

は
は
じ
ま
海
び
ら
き
２
０
２
３
＆ 

日
本
一
早
い
初
日
の
出
ハ
イ
キ
ン
グ 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 問合せフォーム 

ホームページ 
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◎
動
物
対
処
室
の
長
期
休
診 

【
休
診
日
】
12
月
27
日(
火)

～
１
月
10
日(

火) 

※
診
療
は
１
月
11
日(

水)
か
ら
再
開
し
ま
す
。 

※
同
室
は
野
生
動
物
を
扱
う
施
設
で
も
あ
る
た
め
、

緊
急
で
野
生
動
物
の
治
療
を
行
う
際
、
飼
い
主
の

方
に
は
お
待
ち
い
た
だ
く
か
、
予
約
時
間
を
変
更

い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ
と
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

※
ペ
ッ
ト
を
大
切
に
飼
う
機
会
と
し
て
、
同
室
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
診
療
内
容
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
専
門
的
な
治
療
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
内
地
の
か
か
り
つ
け
医
の
ご
利

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
動
物
対
処
室(

父
島)

の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相

談
」
を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
ペ
ッ

ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

【
診
療
日
程
】 

○
12
月
15
日(

木)

午
前
11
時
～
正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

○
12
月
16
日(

金)

午
前
８
時
30
分
～
正
午 

【
予
約
申
込
】
12
月
９
日(

金)

ま
で 

【
場 

 

所
】
ご
自
宅
への
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

 

診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有

料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

 

【
予
約
申
込
み
先
】 

動
物
対
処
室 

０
７
０―

１
０
５
４―

３
４
６
７ 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課 

自
然
環
境
係) 

 

２―

２
２
７
０ 

      

東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
に
お

い
て
行
い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確

保
の
た
め
、
一
部
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊

歩
道
を
通
行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、

通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
７
時
～
午
後
３
時 

※
入
港
日
は
正
午
ま
で 

【
作
業
区
域
】 

巽
湾
周
辺
か
ら
小
港
ま
で
の
沿
岸
及
び
そ
の
周
辺

山
域(

住
宅
地
お
よ
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
除

く)

※
別
図
参
照 

 【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

12
月
２
日(

金) 

 

鳥
山
・
東
海
岸
・
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
、
通
行

止
め
区
間
な
し 

12
月
３
日(

土) 

  

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

12
月
９
日(

金) 

  

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

  

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

12
月
10
日(

土) 

  

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

12
月
15
日(

木) 

  

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

12
月
16
日(

金) 

  

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

12
月
17
日(

土) 

  

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

12
月
21
日(

水) 

  

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

  

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

12
月
22
日(

木) 

  

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

12
月
24
日(

土) 

  

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

             

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

    
 
 
 
 
 
 

 

小
笠
原
村
で
は
、
父
島
に
お
け
る
ノ
ヤ
ギ
に
よ
る

農
業
被
害
対
策
と
し
て
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
実
施
区
域
は
夜
明
道
路
か

ら
湾
岸
通
り
、
巽
道
路
の
周
辺
、
北
袋
沢
か
ら
小
港

海
岸
、
中
山
峠
の
周
辺
で
、
主
に
道
路
沿
い
を
周
回

し
ま
す
。
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
実
施
区
域

に
入
る
際
は
、
ご
注
意
の
上
で
、
交
通
誘
導
等
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

【
作
業
日
程
】
12
月
１
日(

木)

、
12
月
７
日(

水)

、

12
月
14
日(
水)

、
23
日(

金) 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

    

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と

い
う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
大

き
な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に

わ
た
る
根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和

60
年
以
降
、
30
年
余
り
再
侵
入
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
。 

 

最
近
の
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
、

昨
年
は
九
州
の
複
数
の
県
に
お
い
て
、
本
年
は
沖
縄

県
お
よ
び
鹿
児
島
県
に
お
い
て
、
ト
ラ
ッ
プ
へ
の
誘

殺
が
確
認
さ
れ
、
現
在
定
着
を
阻
止
す
る
た
め
の
防

除
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
過
去
に
は
、
平
成
27
年
に
鹿
児
島
県
奄

美
大
島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
、
寄
主
果
実

の
地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
、
約
１
８
０
０
ト

ン
の
果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。 

  

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発

生
地
域(

東
南
ア
ジ
ア
等)

か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ

り
再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総

合
事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵

入
警
戒
調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

 

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫

制
度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】 

 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で

も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島

に
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の 

お
知
ら
せ 

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
及
び
排
除

に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行
止
め

に
つ
い
て 

小
笠
原
村
が
実
施
す
る
父
島
に
お
け
る
銃
器

に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
つ
い
て 

 

植
物
防
疫
制
度
へ
の
ご
協
力
依
頼 
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【
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】 

 
小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主

植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
等
の
植
物
の

持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
や
土
壌
サ
ン

プ
ル
を
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、

植
物
防
疫
官
又
は
植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、 

害

虫
や
そ
の
卵
の
付
着
が
な
い
こ
と
の
確
認
を
事
前
に

受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
引
越
し
・処
分
・販
売
等
の
た
め
屋
外
に
置

か
れ
た
車
両
・家
具
・資
材
等
を
内
地
へ搬
出
す
る
際

に
は
、
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
の
付
着
が
無
い
か
、
ご
確
認

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
小
笠

原
総
合
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《
植
物
》
ア
サ
ガ
オ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ(

空
心

菜)

、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
等
の
生
茎
葉
及
び
地
下
部 

 

【
根
付
き
植
物
等
の
確
認
実
施
場
所
】 

《
宅
配
便
・
貨
物
等
》 

小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務
課 

(

平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分) 

《
手
荷
物
・
携
帯
品
》 

二
見
港
船
客
待
合
所 

(

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～) 

※
母
島
で
は
小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
業
協
同
組
合
母

島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員
が
確
認
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２―

２
１
０
２ 

    
 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し
各
自
で
受
講

し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
お
よ
び
２
の
目
的
で
国

有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場

合
、
利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
講
習
資
料
の
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
講
習
申
込
み
締
切
日
ま
で
に
、
事
前
に
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

１
： 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と

し
て
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
簡

易
講
習
） 

 
 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を

利
用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ

る
「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

２
：
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に

は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資
料
の

各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

※
１
、
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
等

を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付
。 

 【
父
島
・母
島
講
習
申
込
締
切
日
】
12
月
23
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー   

 

２―

３
４
０
３ 

   

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  

２―

２
１
０
３  

      

現
在
、
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
予
防
対
策
を
実
施
し
な
が
ら
、
通

常
開
館
し
て
い
ま
す
。 

 

【
年
末
年
始
の
開
館
日
】 

12
月
30
日
（
金
）、
１
月
３
日
（
火
） 

 

 

な
お
、
１
月
４
日
（
水
）
よ
り
通
常
開
館
（
お
が

さ
わ
ら
丸
お
よ
び
観
光
船
入
港
中
）
に
戻
り
ま
す
。 

 
 

開
館
日
に
つ
い
て
は
、
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も
確
認
で
き
ま
す
。 

 

開
館
日
を
確
認
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

    

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 

２―

７
１
７
４ 

 

      

     

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な
保
全
や
管
理
を
推

進
す
る
た
め
、
標
記
の
両
会
議
を
開
催
し
ま
す
。 

会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
、
ウ
ェ
ブ
に
て
傍
聴
で
き

ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
締
切
日
ま
で
に

傍
聴
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 【
日
時
】 

《
地
域
連
絡
会
議
》
12
月
22
日
（
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
  

午
後
１
時
～
３
時
（
予
定
） 

《
科
学
委
員
会
》  

12
月
26
日
（
月
） 

 
 
 
 
 
 
 
  

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
） 

 

【
両
会
議
の
議
題
（
予
定
）】 

世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
諸
島
管
理
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て 

他 

 

【
傍
聴
登
録
方
法
】 

次
の
事
項
を
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

《
記
載
事
項
》 

 

件
名
：「
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域
地
域

連
絡
会
議
の
傍
聴
登
録
」
も
し
く
は
「
小
笠
原
諸
島

世
界
自
然
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
の
傍
聴
登
録
」 

 

本
文
：
氏
名
、
所
属
名
（
個
人
の
場
合
、
所
属
名

は
不
要
） 

《
送
付
先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
》 

 
jigyo@ogasawara-info.jp  

ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
読
み
取
り 

 【
登
録
締
切
日
】 

《
地
域
連
絡
会
議
》
12
月
20
日
（
火
）
午
後
５
時 

《
科
学
委
員
会
》  

12
月
23
日
（
金
）
午
後
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
２―

７
１
７
４ 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入

林
簡
易
講
習
会
に
つ
い
て
（父
島
・母
島
） 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 

年
末
年
始
の
開
館
日
に
つ
い
て 

 

「
令
和
４
年
度
第
１
回
小
笠
原
諸
島
世
界
自

然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
」
及
び
「
令
和
４
年

度
第
２
回
小
笠
原
諸
島
世
界
自
然
遺
産
地
域

科
学
委
員
会
」
の
開
催
に
つ
い
て 

 

世界遺産センター 

インスタグラム 
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【
12
月
の
開
館
日
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
日
～
出
港
日
、
観
光
船
入
港
中 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

 

来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
、

人
数
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃
を
適
宜
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【
特
別
展
】 

○「
絶
海
の
自
然
～
硫
黄
列
島
を
ゆ
くin

小
笠
原
」 

開
催
中 

２
０
２
１
年
に
神
川
県
立 

生
命
の
星
・
地
球
博

物
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
を
も
と
に
再
構
成
し
、

展
示
し
ま
す
。  

〇「
ジ
ョ
ン
万
次
郎
～
そ
の
時
代
と
人
々
～
」開
催
中 

14
歳
の
時
に
漁
に
出
て
遭
難
し
た
ジ
ョ
ン
万
次

郎
は
、
捕
鯨
船
に
救
助
さ
れ
渡
米
し
ア
メ
リ
カ
で
教

育
を
う
け
て
、
船
乗
り
と
な
り
帰
国
し
ま
す
。
そ
の

の
ち
日
米
の
懸
け
橋
と
し
て
活
躍
し
、
幕
末
に
か
け

小
笠
原
へ
も
４
回
来
訪
し
ま
す
。
本
展
で
は
そ
の
時

代
の
ジ
ョ
ン
万
次
郎
に
ゆ
か
り
の
人
々
、
黒
船
ペ
リ

ー
提
督
と
の
関
わ
り
を
ご
案
内
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２―

３
０
０
１ 

       

      

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
！
」 

   

伊
豆
諸
島
の
御
蔵
島
や
八
丈
島
で
は
、
10
月
末

に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
初
目
撃
や
オ
ス
の
ク
ジ
ラ
が
発

す
る
ソ
ン
グ
の
初
確
認
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
11
月
15
日
現
在
、
小
笠
原

で
の
今
シ
ー
ズ
ン
の
初
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
報
せ
は
ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
村
民
だ
よ
り
が
皆
さ
ま
の
お

手
元
に
届
く
頃
に
は
、
き
っ
と
「
鯨
の
ぼ
り
」
が
Ｂ

し
っ
ぷ
前
を
泳
い
で
い
る
と
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 

 
さ
て
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月

に
か
け
て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら

毎
朝
30
分
間
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
の
グ
ラ
フ
は
、
過
去
３
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
、
半

月
ご
と
に
そ
の
平
均
発
見
頭
数
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。 

                 

  

昨
シ
ー
ズ
ン
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
観
測
開
始

直
後
の
12
月
中
の
発
見
数
は
少
な
く
、
よ
う
や
く

数
が
増
え
始
め
た
の
は
年
が
変
わ
る
こ
ろ
か
ら
で
し

た
。
そ
の
後
は
順
調
に
発
見
数
が
増
え
て
い
き
、
３

月
前
半
に
観
測
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
以
前

の
２
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
観
測
ピ
ー
ク
は
２
月
で
し

た
の
で
、
昨
シ
ー
ズ
ン
は
少
し
ピ
ー
ク
が
遅
め
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
ね
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
一
体
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
？
今
月
よ
り
観
測
を
開
始
し
ま
す
が
、

Ｂ
し
っ
ぷ
内
の
掲
示
板
や
Ｏ
Ｗ
Ａ
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

は
、
毎
朝
の
観
測
結
果
の
速
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い

き
ま
す
。
毎
朝
の
結
果
が
気
に
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！ 

 【
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願
い
】 

12
月
か
ら
５
月
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
時

期
と
な
り
ま
す
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

に
あ
た
り
、
い
つ
ま
で
も
自
然
な
ク
ジ
ラ
の
姿
を
観

察
で
き
る
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
の
遵

守
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状

態
と
し
、
進
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の

行
動
を
と
る
。 

 
● 
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

 
 
 
 
 
 

２―

３
２
１
５ 

     

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
259 

 ―

幸
運
の
白
い
ウ
ミ
ガ
メ―

 

 

少
し
ず
つ
肌
寒
い
日
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
小
笠

原
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
「
ふ
化
後
調
査
」

も
い
よ
い
よ
大
詰
め
。
４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
産

卵
調
査
で
確
認
し
た
産
卵
巣
か
ら
稚
ガ
メ
が
脱
出
し

た
こ
ろ
を
見
計
ら
い
、
殻
な
ど
を
す
べ
て
掘
り
出
し

て
ふ
化
状
況
を
調
べ
ま
す
。
産
卵
巣
の
深
さ
は
平
均

60

cm
。
産
卵
さ
れ
た
時
か
ら
地
形
が
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
そ
ん
な
時
は
自
分
が
埋
ま
っ

て
し
ま
う
程
の
深
い
穴
を
掘
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
大
変
な
調
査
の
中
、
た

ま
に
珍
し
い
カ
メ
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
は
、
真
っ
白
な
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
で

す
。
生
ま
れ
つ
き
色
素
を
作
る
能
力
が
弱
い
個
体

で
”
白
変
個
体
”
と
呼
ば
れ
、
幸
運
を
呼
ぶ
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
説
に
よ
る
と
、
こ
の
白
い
個
体

が
生
ま
れ
る
の
は
数
万
頭
に
一
頭 

。
残
念
な
が
ら

今
年
出
会
っ
た
白
い
ウ
ミ
ガ
メ
達
は
、
見
つ
け
た
時

に
は
既
に
息
絶
え
て
い
ま
し
た
。
白
変
個
体
は
他
の

異
常
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、
無
事
に
成
長
で

き
る
個
体
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
、
な
ん
と
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
は
そ
ん
な
白

変
個
体
が
２
頭
も
い
ま
す
。
名
前
は
マ
サ
キ
チ
と
チ

ビ
ち
ゃ
ん
。
19
歳
と
12
歳
で
、
ま
だ
ま
だ
元
気
に

成
長
中
で
す
。 

 

今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
年
の
始
め
は
、
幸
運
の
白

い
ウ
ミ
ガ
メ
に
会
い
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
来
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
年
末
年
始
は
特
別
に
お
み

く
じ
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
超
大
吉
が
出
た
方
に

は
、
幸
運
の
白
い
ウ
ミ
ガ
メ
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
予
定
。
新
年
の
運
試
し
に
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 

 

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー ２―

２
８
３
０ 

（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

  

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

  

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
戦
前
に
硫
黄
島

で
暮
ら
し
て
い
た
島
の
人
た
ち
の
日
常
を
村
民
の
皆

さ
ま
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
転
載
元
の
書

誌
情
報
は
村
民
だ
よ
り
746
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

硫
黄
島
編(

４) 

─
─

そ
う
な
っ
て
た
の
？ 

そ
れ
で
タ
ン
ク
に
メ
ダ

カ
を
入
れ
て
た
ん
で
し
ょ
う
？ 

 

う
ん
。
メ
ダ
カ
。 

─
─

山
下
賢
二
さ
ん
［
＝
山
下
賢
二
・
全
国
硫
黄
島

島
民
の
会
名
誉
会
長
］
は
、「
だ
っ
ぽ
み
」
っ
て
呼

ん
で
た
よ
。
メ
ダ
カ
じ
ゃ
な
く
て
。
そ
れ
が
生
き
て

い
れ
ば
、
飲
め
る
ん
だ
よ
ね
。
う
ち
は
メ
ダ
カ
っ
て

言
っ
て
た
け
ど
。 

─
─

そ
の
メ
ダ
カ
は
売
っ
て
た
の
か
な
？ 

 

知
ら
な
い
。
だ
け
ど
い
た
よ
、
こ
ん
な
バ
ケ
ツ
み

た
い
な
の
で
、
汲
ん
で
。
自
分
た
ち
で 

ヒ
ュ
ッ
て
や
っ
て
汲
ん
で
。 

─
─

メ
ダ
カ
も
汲
ん
じ
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
？ 

 

入
っ
て
な
い
よ
。
メ
ダ
カ
そ
ん
な
い
っ
ぱ
い
入
れ

て
な
い
も
ん
。［
井
戸
の
設
備
は
］
皆
自
分
ち
で
作

っ
て
る
ん
だ
よ
。
雨
が
い
っ
ぱ
い
降
っ
た
時
は
、
杓

で
汲
め
る
く
ら
い
［
上
の
方
ま
で
水
が
来
て
い
る
］

こ
と
あ
る
よ
。
う
ち
は
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ち
用
の
が
１

つ
と
、
う
ち
の
庭
に
１
つ
と
、［
隣
家
の
］
Ｔ
さ
ん

ち
の
下
り
た
と
こ
ろ
に
１
つ
。
２
つ
並
ん
で
い
た
で

し
ょ
う
。
両
方
使
え
た
の
。 

─
─

そ
れ
で
洗
濯
も
し
て
。
洗
濯
板
で
し
ょ
う
？ 

 

う
ん
。
石
鹸
使
っ
て
。
私
は
や
ら
な
い
。
お
母
さ

ん
が
や
っ
て
い
た
。
私
に
は
や
ら
せ
な
か
っ
た
ね
。

洗
濯
し
た
り
、
掃
除
し
た
り
。
私
は
あ
れ
や
れ
、
こ

れ
や
れ
っ
て
言
わ
れ
な
か
っ
た
。 

─
─

料
理
は
？ 

 

料
理
も
や
ら
せ
な
い
よ
。 

─
─

ば
あ
ば
［
＝
フ
サ
子
さ
ん
の
母
］
好
き
だ
っ
た

も
ん
ね
、
色
々
や
る
の…

…
 

 

う
ち
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
［
＝
母
］
は
、
昔
の
人
は
す

ご
い
よ
ね
、
９
人
も
産
ん
で
育
て
た
ん
だ
も
ん
ね
。

お
や
つ
も
ち
ゃ
ん
と
作
っ
て
く
れ
た
よ
。
何
だ
か
知

ら
な
い
け
ど
ね
、
こ
れ
く
ら
い
の
、
フ
ワ
フ
ワ
し

た
、
何
を
揚
げ
た
ん
だ
ろ
う
？ 

よ
く
覚
え
て
い
な

い
け
ど
ね
、
油
で
揚
げ
た
も
の
。
そ
れ
と
か
、
ご
飯

の
残
っ
た
も
の
を
干
し
て
お
い
て
、
そ
れ
を
揚
げ
て

く
れ
た
り
。
い
ち
ば
ん
覚
え
て
る
の
は
、
隠
居
所
に

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い
た
の
、
ち
ょ
っ
と
足
が
悪
く

て
。
お
供
え
も
の
を
崩
し
た
も
の
を
、
干
し
て
あ
る

の
。
吊
る
し
て
あ
っ
た
そ
れ
を
下
ろ
し
て
、
揚
げ
て

砂
糖
く
る
ん
で
、
私
を
呼
ん
で
、
私
に
い
ち
ば
ん
多

く
く
れ
た
の
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

可
愛
が
ら
れ
た
の
。
私
が
隠
居
所
行
っ
て
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
酒
飲
み
だ
か
ら
。
テ
ー
ブ
ル
い
っ
ぱ
い
に

酒
が
置
い
て
あ
っ
て
、
そ
れ
を
私
が
き
れ
い
に
片
づ

け
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
着
替
え
さ
せ
て
、
布
団
引

い
て
あ
げ
て
、
そ
れ
で
寝
か
せ
た
の
。
だ
か
ら
ね
、

私
の
こ
と
は
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
よ
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
。
お
父
さ
ん
が
そ
う
い
う
こ

と
を
教
え
て
く
れ
た
の
。(

川
島
恒
夫)

じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
荒
井
多
作
さ
ん
だ
よ
。 

─
─

多
作
さ
ん
は
後
ろ
に
住
ん
で
ん
だ
よ
ね
？ 

岩

の
上
の
方
ね
。 

 

ち
が
う
。
岩
の
ね
、
前
だ
け
ど
、
う
ち
の
庭
の
横

の
方
。 

・
・
・
次
回 

硫
黄
島(

５)

に
つ
づ
く 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

    

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
九
十
一
貝
「
足
跡
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」 

  

最
近
、
鳥
類
や
爬
虫
類
、
さ
ら
に
は
昆
虫
さ
え
、

仲
間
と
緊
密
に
意
思
疎
通
を
し
た
り
、
協
力
し
た

り
、
遊
ん
だ
り
と
、
こ
れ
ま
で
人
間
に
特
徴
的
と
さ

れ
て
き
た
性
質
を
、
広
く
持
つ
こ
と
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
さ
て
マ
イ
マ
イ
は
ど
う
だ
ろ
う
。 

 

軟
体
動
物
で
は
、
タ
コ
、
イ
カ
の
頭
足
類
が
個
体

間
で
複
雑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
か
つ

優
れ
た
記
憶
の
持
ち
主
で
、
時
に
思
考
能
力
に
類
す

る
も
の
を
示
す
こ
と
さ
え
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
方
、

マ
イ
マ
イ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
だ
が
足
跡
な
ど
に

残
さ
れ
る
粘
液
に
鍵
が
あ
り
そ
う
だ
。 

 

た
と
え
ば
ハ
ワ
イ
マ
イ
マ
イ
の
場
合
、
仲
間
が
這

っ
て
残
し
た
粘
液
を
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
物
質
か
ら

探
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
仲
間
の
足
跡
を
見
つ
け

る
と
、
次
に
そ
れ
を
辿
っ
て
後
を
追
う
。
そ
う
し
て

仲
間
に
追
い
つ
く
と
交
尾
を
し
て
繁
殖
す
る
わ
け
で

あ
る
。
当
然
、
後
を
追
う
の
は
自
分
と
同
じ
種
の
個

体
の
足
跡
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
子
供
が
残
し
た
足
跡

は
追
わ
な
い
。
恐
ら
く
カ
タ
マ
イ
マ
イ
な
ど
も
同
じ

で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

実
際
に
は
、
足
跡
を
使
っ
て
も
っ
と
複
雑
な
情
報

交
換
を
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
た
と
え
ば
他
種

の
足
跡
が
た
く
さ
ん
つ
い
た
容
器
で
飼
育
す
る
と
活

動
が
鈍
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
察
知
し
た
危
険

を
足
跡
の
物
質
と
し
て
残
し
、
仲
間
に
知
ら
せ
た
り

し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
足
跡
を
使
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
詳
細
は
依
然
不
明
で
あ

る
。 

 

さ
て
、
マ
イ
マ
イ
の
足
跡
を
利
用
す
る
の
は
マ
イ

マ
イ
だ
け
で
は
な
い
。
ウ
ズ
ム
シ
な
ど
マ
イ
マ
イ
の

捕
食
者
も
、
そ
の
足
跡
を
追
っ
て
獲
物
を
見
つ
け

る
。
逆
に
こ
の
性
質
を
利
用
す
れ
ば
、
足
跡
を
利
用

し
て
ウ
ズ
ム
シ
を
誘
引
し
、
駆
除
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
一
見
、
何
の
役
に
立
つ
の
か
わ
か
ら
な
い
足

跡
の
研
究
だ
が
、
小
笠
原
陸
貝
の
保
全
に
は
重
要
な

意
義
を
も
っ
て
い
る
。 

                

【
文
】
東
北
大
学 

千
葉
聡 

【
イ
ラ
ス
ト
】
小
野
恵 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２―

３
１
１
７ 
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先月の住民健診はいかがでしたか？「血圧が高い」などと言われませんでしたか？健診結果は１月の中旬頃に届

く予定ですが、血圧は日々の習慣で改善に取り組めます。健診を受けることはもちろん大切ですが、受けた“後”

も大切です。今回は血圧について振り返ってみましょう！ 

 
 

                                

                                 

                                 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

― 村 民 課 福 祉 係― 

―  第 274 号 ― 

 

クジラの伝言板 

 
 

村民課福祉係 

2－3939 

 

クジラ：先月の住民健診の時に血圧が高いって言われちゃったんだー。  

保健師：血圧は食事を見直すと改善します。でも高すぎるとお薬を飲む必要があります。住民健診の結果を確 

認して、診療所を受診するようにしましょう。 

クジラ：はーい。まずは日頃の生活を見直してみて主治医にも相談してみるよ！ 

 

 

 

血圧いくつですか？ 

まずは減塩から始めてみましょう！ 

（単位：mmHg） 

 分類 収縮期血圧  拡張期血圧 

至適血圧 120未満 かつ 80未満 

正常血圧 120～129 かつ 80～84 

正常高値血圧 130～139 または 85～89 

Ⅰ度高血圧 140～159 または 90～99 

Ⅱ度高血圧 160～179 または 100～109 

Ⅲ度高血圧 180以上 または 110以上 

 血圧はちょっとした環境の変化によって大きく変動

するものなので、継続して測定しましょう。 

住民健診での血圧はいくつでしたか？収縮期血圧が

140mmHg 以上、拡張期血圧が 90mmHg以上だと高

血圧となります。 

  

  

高 血 圧 
・血管の弾力性がなくなる 

・血管が破れやすくなる 

・血液がつまりやすくなる 

悪 

循

環 

動 

脈 

硬 

化 

が 

進 

む 

心

臓

・

脳

・

腎

臓

に

障

害 

～動脈硬化とは？～ 
高血圧が続くと動脈硬化が進行し、更に血圧が高くなってしま

います。その状態を放置していると脳梗塞や脳出血、心臓では狭

心症や心筋梗塞、また腎臓でも腎硬化症や腎不全など、命に関わ

る病気になることがあります。 

だしをたっぷり使いましょう 

 昆布、削り節、干ししいたけなどのだ

しを効かせれば、薄味でも満足の味わい

になります。 

  

 

  

 

 

食塩 1 日男性 7.5g 女性 6.5g未満(目安：食塩こさじ 1 杯=6g)を目標に！ 

 

血圧を下げる一番のポイントはやはり減塩です。塩辛いものを食べると喉が渇くように、塩分は水分を引きつける作用が

あります。そのため血液量を増やし、また同時に血管を収縮させ血圧が上がります。急に厳しい減塩に取り組むと続かなく

なりますから、無理のない程度の減塩から始めましょう。以下の方法を用いると減塩してもおいしく食べられます。 

 

インスタント食品は控える 

カップラーメンには 1 食 5g ほどの

塩分が含まれています。もし食べたとし

ても汁は飲み干さず残すようにしまし

ょう。 

香ばしさを利用する 

煮物ではなく、塩焼きにしましょう。

煮物は染み込む分、塩分量が増えてしま

います。香ばしい風味をつけることで、

少しの塩気でも美味しく食べられます。 

 

新鮮な食材を使う 

 食材そのものが美味しければ、調味

料は抑えられます。加工品より生肉、生

魚を使用するようにしましょう。 

  

 

 

 

酸味や香りを効かせる 

 酢やレモン、にんにく、しょうが、カレ

ー粉、ハーブなど塩分以外の味覚を加え

ることで、塩分を抑えられます。 

 

 

 

 

 

減塩の調味料を使用する 

減塩しょうゆや減塩みそ、ナトリウ

ム含有量が少ない塩（カリウムが多い

塩）を使うようにしましょう。塩分を約

半分に減らすことができます。 

脂質 

異常症 

 

喫煙 
 

肥満 
 

糖尿病 
 



旗

12/26 (月) 平常通り 平常通り 休 平常通り 平常通り 平常通り 休 休

12/27 (火) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 休 平常通り 休 平常通り

12/28 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 飲料缶 平常通り

◎ 12/29 (木) 休 休 休 平常通り 平常通り 金属 事前予約分のみ

◎ 12/30 (金) 休 休 休 平常通り 全域収集 びん・ペットボトル 事前予約分のみ

△ 12/31 (土) 休 休 休 平常通り 休 休 休

○ 1/1 (日) 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/2 (月) 休 休 休 平常通り 休 休 休

◎ 1/3 (火) 休 休 休 平常通り 休 休 休

1/4 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 全域収集 飲料缶 平常通り

1/5 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 金属 平常通り

旗

12/26 (月) 平常通り 平常通り

12/27 (火) 平常通り 平常通り

12/28 (水) 平常通り 平常通り

◎ 12/29 (木) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 12/30 (金) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

△ 12/31 (土) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

○ 1/1 (日) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/2 (月) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

◎ 1/3 (火) 臨時ダイヤ 臨時ダイヤ

1/4 (水) 平常通り 平常通り

1/5 (木) 平常通り 平常通り

旗

12/26 (月) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

12/27 (火) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

12/28 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

◎ 12/29 (木) 休 平常通り 休 休

◎ 12/30 (金) 休 平常通り 休 休

△ 12/31 (土) 休 休 休 休

○ 1/1 (日) 休 休 休 休

◎ 1/2 (月) 休 ９～１１時 休 休

◎ 1/3 (火) 休 休 休 休

1/4 (水) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

1/5 (木) 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り 平常通り

 年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

焼却ごみ
収    集

扇浦線 循環線

資源回収
(コンテナ)

地域福祉
センター

　村 営 バ ス

平常通り

利用申込は
12月2８日

まで

村役場

母島支所

診療所

村民会館

父島
クリーンセンター

（持ち込み）

平常通り

利用申込・
鍵の受取は
12月28日

まで

奥村運動場 扇浦・奥村
交流センター

※クリーンセンターへごみを持ち込む方は、事前にクリーンセンター
（２ ― ２８９４）への電話予約が必要です。
年内の持ち込みを希望される方は、12月28日(水)までにお申し込み
ください。

父島

母島

※母島のごみ収集・資源回収は、
収集曜日どおりに実施します。

※母島支所内郵便局について
1月２日(月)は郵便物受付・ATMを
午前9時～11時まで行います。

※父島診療所 歯科は、
12月28日(水)～1月６日(金)まで休診となります。

※12月29日(木)～1月３日(火)のダイヤは、各停留所に年末に掲示します。

※都道行文線通行止めのため、
「西町バス停、三日月山入口バス停、 小中学校裏バス停」の区間は運行
しておりません。

※ごみの収集は、１月４日(水)から平常通りとなります。

●村営バス問合せ先
村営バス営業所 ２―３９８８
産業観光課 ２―３１１４

なお、診療所での急患対応は、年末年始を問わず「１１９番」で取り扱います。

母島支所内

郵便局

診療所 評議平

運動場

村民の皆さまにはご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。



コロナワクチン接種申込(母島)(～12/9) インフルエンザ予防接種(父島)

村ノヤギ駆除 都ノヤギ排除

育児学級(親子ヨガ教室)(父島)

育児学級(歯科の会)(父島)申込〆切

インフルエンザ予防接種(父島) 入港日

小笠原村職員募集(看護師)申込〆切 都ノヤギ排除

都ノヤギ排除 海面利用講習会(父島)

東電 電気設備安全点検(～14日) 小笠原中学校　総合発表会

入港日 産科・婦人科専門診療(母島)

コロナワクチン接種(父島)(～12/5) ガジュマルの木 イルミネーション(父島)(～１/１７)

都ノヤギ排除 小笠原高校　図書館開放

法律相談(東京第三弁護士会)(母島)

耳鼻咽喉科専門診療(母島)(～12/5) インフルエンザ予防接種(父島)

防犯ゲートボール大会(母島) 母島太陽光発電設備建設事業等説明会

法律相談(東京第三弁護士会)(父島) 海面利用講習会(母島)

小笠原高校　図書館開放 地域振興に係る補助事業の募集(第３回)〆切

育児学級(歯科の会)(父島)

オイルフェンス展張訓練(父島) 出港日
小笠原ロードレース大会申込(～1/5) 産科・婦人科専門診療(父島)(～12/26)

母島巡回労働相談

世界自然遺産地域連絡会議傍聴登録〆切

出港日 都ノヤギ排除

育児学級(歯科の会)(母島)申込〆切

村議会(第4回定例会)本会議(一般質問) 都ノヤギ排除

耳鼻咽喉科専門診療(父島)(～12/11) 世界自然遺産地域連絡会議

村ノヤギ駆除 母島太陽光発電設備建設事業等説明会

育児学級(歯科の会 0、1歳クラス)(母島)

村議会(第4回定例会)本会議(議案審議) 村ノヤギ駆除

/委員会(総務・硫黄島・航空路) 世界自然遺産地域科学委員会傍聴登録〆切

定期予防接種(父島)(母島) 電話無料法律相談(第二東京弁護士会)

育児学級(歯科の会 ２、３歳クラス)(母島) 森林生態系保護地域入林簡易講習会申込〆切

都ノヤギ排除 入港日

母島巡回ペット診療・相談予約〆切 都ノヤギ排除

入港日 小笠原高校　図書館開放

都ノヤギ排除

乳幼児健診・歯科健診(母島)

小児科専門診療(母島) 固定資産税・後期高齢者医療保険料(第３期)納期限

小笠原高校　図書館開放 世界自然遺産地域科学委員会

海面利用講習会申込〆切 出港日

乳幼児健診・歯科健診(父島) インフルエンザ予防接種(父島)

動物対処室休診(～1/10)

出港日 小笠原村診療所歯科休診(父島)(～１/６)

小児科専門診療(父島)

村ノヤギ駆除

粗大ごみ収集（父島）

育児学級(親子ヨガ教室)(父島)申込〆切

コロナワクチン接種(母島)(～12/17) 　　　　　　入港日

粗大ごみ収集（母島）　
母島巡回ペット診療・相談(～12/16)

行政相談所の開設/都ノヤギ排除

16 金

日付 曜日

1

行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

木

3 土 18 日

金 17 土2

4 日 19 月

21 水

20 火5 月

木

8 木

土

6 火

7 水 22

10 土

金 24

25

9

12 月

日 26 月11

27 火

水 29 木14

13 火 28 水

15 木 30 金

23

31 土

日

金


